霊長類の長鎖高度不飽和脂肪酸誘導酵素の活性に及ぼす加令の影響(III 共同利用研究 2.研究成果) by 藤本, 健四郎 & 金沢, 文子
Title霊長類の長鎖高度不飽和脂肪酸誘導酵素の活性に及ぼす加令の影響(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)藤本, 健四郎; 金沢, 文子










































































藤本健四郎 ･金沢 文子 (東北大)
n-3系高度不飽和脂肪酸であるドコサ-キサ
エソ酸 (DHA)は生体膜の主要成分であり,脳 ･
神経系には特に多く存在する｡DHAは海産物か
ら摂取できるが.欧米型の食生活では植物油脂中
のリノレン酸がその供給源であり体内でDHAに
生合成される｡DHA合成能が加令によって変化
すること,脳 ･神経系の発達が著しい幼君期には
DHA供給が不可欠であることが示攻されている
が,本実験ではカニクイザルをモデルとして検討
を試みた｡
胎仔120日,新生仔,成軟のカニクイザルの肝
描,脳からミクロソームを開封し,標識脂肪酸
(1)ノレン酸またはエイコサペソクエン酸)と補酵
素規を含む窃衝液中で反応させ,反応生成物を抽
出し,HPLCで分画分取した後,液体シチレソー
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ショソカウンターで放射活性を測定し,合成量を
求めた｡また,肝臓および脳から脂質を抽出し,
脂質クラスと脂肪酸組織の分析を行った｡
肝ミクロソームアの反応では,エイコサペンタ
エン酸から鎖長伸長された ドコサペソクエン酸
と,さらにデルタ4デサチュラーゼにより不飽和
化されたDHAの生成を認めたが,単位蛋白量あ
たりの生成量を比較したところ各年令での差異を
認めなかった｡また,脳ミクロソームの反応では
いずれの場合にもデルタ4デサチュラーゼ活性を
認めず,DHAは生合成されなかった｡総反応生
生物丑も肝臓に比べて著しく少ないものであった｡
肝脂質,脳脂質の高度不飽和脂肪酸含量は共に
高く,リン脂質,特にホスファチジルエタノール
アミン区分に多かった｡脂質クラスについて見る
と,肝脂質の場合,新生仔で成獣に比べてホス
ファチジルエタノールアミンの存在比が高く,脂
脂質では逆に低かった｡詳細についてさらに検討
中である｡
サルの各組矧こおけるアブシジン酸の局在とその
生理的意義に関する研究
手塚 修文 (名古屋大)
動物敵組こ植物ホルモンの幾つかが存在してい
ることが報告されているが,動物細胞内でのそれ
らの合成系や生理的役割の重要性については殆ん
ど報告がない｡この研究ではニホンザルの組織 ･
細胞内における植物ホルモンの一種であるアブシ
ジン酸 (ABA)の存在畳とその生理的意義を解
明するのが目的である｡今回は,ABAについて
解析を進める為に霊長煩の血液を用いてABAの
抽出法を確立したので,これについて報告する｡
従来,ABAの定量には生物検定 ･高速液体ク
ロマトグラフィー･免疫化学的測定法などが一般
に用いられているため,これらの方法を用いて検
討したが,これらのどの方法も最終的には抽出物
の同定が必要であるのでガスクロマトグラフー質
量分析計 (GC-MS)を用いて同定 ･定量をしな
ければならない｡そこで組織より分離したABA
の検出のためにはジアゾメタンを用いてABAの
メチルエステル化の必要がある｡この日的のため
の特製装置の製作に工夫 ･改良を重ねて多大の労
力と時間 (ほぼ1年)を要した｡結局GC-MSに
よりABAの同定 ･定量法を確立するのに成功し
た｡この系を用いてひきつづき,平成2年度も継
続してニホンザルの血液 ･脳のABAの変動分布
状態を詳細に調べて老化 ･性差などとの関連で
ABAの存在意義とその作用壇樺などについて目
下検討中である｡
霊長類におけるシトクロムP-450のポl)モル
フィズムに関する研究
大森 栄 (千葉大)
ニホンザル肝における,シトクロムP-450
(p-450)のポリモルフィズムの有無を明らか
にすることを目的として,今年度は雌雄各6検体
の計12検体を用い検討した結果を報告する｡
1)p-450比含畳について; 1個体で,他の
個体に比較し約20%高値を示した以外,大きな個
体差は認められず,雌雄間での差もなかった｡
2)代謝活性の個体差,雌雄差について; p-
450の触媒活性について,ヒトで退伝的に欠択し
ているp-450によって触媒される基質 (テスト
ステロン,イミプラミソ,デシブラミソ)を選択
した｡テストステロンは主に6β位が水酸化され
るが,ここで用いた12検体全てにおいて本活性が
詑められ,かつ性差も認められなかった｡イミブ
ラミソ2位水酸化活性,脱メチル化活性において
ち,テストステロン6β水酸化活性の場合とほぼ
同様の結果を得た｡一方,デシブラミl/の場合,
2位水酸化活性には個休間ならびに雌雄間での差
異は認められなかったものの,脱メチル化活性に
は性差が認められ,雌の方が雄に比較し約1.5倍
高かった｡水酸化活性と脱メチル化活性との比を
とっても同様に明かな雌雄間での違いが認められ
た｡ここにサルにおいてもp-450依存の反応が
雌雄間で同一ではないことが示された｡
3)ヒトで退伝的に欠損しているp-450(p-4
50NF,Pl450MP)と免疫学的に塀似したp
-450分子種の比較 ; 個体間でp-450NFが約
2倍,p-450MPが約2.8倍の違いが認められた
が,欠損している個体を確認することはなかった｡
また,両蛋白共に,その含畳に雌雄差を認めな
かったことから,デシプラミソの脱メチル化反応
には両酵素が関与している可能性は否定された｡
今回用いた検体の中では,こホンザル肝でのp
-450の退伝的多型を示す個体を確認することが
出来なかったが,ヒトで報告されている場合の発
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